


　ここに、
　　 α　 ：塗膜の日射吸収率
　　Q α ：照射日射吸収熱量（Ｗ）
　　ηP ：塗膜の日射侵入比
　　Q η ：照射日射侵入熱量（Ｗ）
　　Q Solar ：照射日射熱量（Ｗ）
　　Q W ：試験体の両表面の温度差によって通過する
 　熱量（Ｗ）
　　Q ＣＶ ：試験体の対流熱伝達による熱量（Ｗ）
　　Q ｒ ：試験体の放射熱伝達による熱量（Ｗ）

注記　
１）照射日射侵入熱量：
　　屋外側空気温度と室内側温度の差によって生じる試
　　験体を通過する熱量（貫流熱）をゼロにした場合の、
　　日射吸収による試験体を通過する熱量。
２）塗膜の日射侵入比 :

　　試験体に垂直に入射する日射について、試験体に吸
　　収されて室内側に熱伝導される熱流束の、入射する
　　日射の放射束に対する比。

　照射日射がある場合の試験体の熱移動の内訳を図 -2

に示す。

4. 熱流計測法による日射吸収率の測定方法及び装置

 4.1 測定方法

　塗膜の日射吸収率及び塗膜の日射侵入比を求めるため
に、JPMS 29 塗膜の熱性能－熱流計測法による日射吸収
率の測定方法に規定される熱性能測定装置を用いて、遮
熱塗料の熱流束を測定する。環境条件を表 -1に示す。
　熱性能測定装置の概要を図 -3に示す。測定装置は、
日射照射装置、恒温室及び計測ユニットによって構成さ
れている。校正板（黒色塗装したアルミニウム板）を
用いて、屋外側表面熱伝達率の調整を、照射日射がな
い条件で行ったのち、照射日射吸収熱量（Q α）の測定
を、表 -1に示す環境条件で照射日射がある場合につい
て行った。

 4.2 試料

　試験に用いた試料（明度 :黒、N6、白）の日射反射率、
及び放射率を表-2に示す。なお、各試料の日射反射率（全
波長域）、及び放射率は実測値である。

5. 測定結果

 5.1 熱流束と日射反射率の関係

　表 -2に示した試料を用いて、熱流束を測定した。測
定結果を図 -4に示す。熱流量と日射反射率との間には
極めて明確な比例関係があることがわかる。この結果よ
り、塗膜の厚みが一定である場合、熱流束を測定するこ
とで、日射反射率の効果を評価できることが分かった。

図 -2 試験体の熱移動の内訳

項　目 日射時の条件

屋外側空気温度θex                 ℃ 23 ± 0.5

室内側温度（加熱･冷却板の温度）θin  ℃ 23 ± 0.5

屋外側表面熱伝達率 hse　   Ｗ /（㎡ ･K) 14 ± 1

照射日射強度 I Solar　　        　Ｗ /㎡ 1000 ± 50

図 -3 熱性能測定装置の概要

表 -1　環境条件

表 -2　各試料の熱・光学特性値

明度 L* 日射反射率 放射率

2.5 4.0 ％ 0.90

59.4 53.4 ％ 0.89

95.2 85.3 ％ 0.88

標準膜厚 100～ 120 μ m
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 5.2 試料 (明度 L＊：2.5) の塗膜の熱特性

　得られる熱流束から屋外側空気温度と室内側温度の差
によって生じる試験体を通過する熱量をゼロにした場合
の、試験体の両表面の温度差によって通過する熱量（Q Ｗ）
を求め、さらに、照射日射吸収熱量（Q α）を求め、塗
膜の日射侵入比（η P）及び塗膜の日射吸収率（Q α）を
算出した。塗膜の熱特性結果を表 -3に示す。

6. まとめ

　塗膜の日射吸収率については、光学測定値と概ね一致
する結果が得られた。日射反射率と塗膜の日射侵入比と
の関係についても、熱収支理論計算と概ね合致しており
良好な結果が得られた。これにより省エネルギー建材の
熱負荷計算に使用可能な指標を提供でき、さらに、すべ
ての遮熱塗料を横並びで比較できる指標としての可能性
が見いだせた。

7. 今後の課題

　測定データの信頼性を向上するために、より多くの
データを蓄積する必要があり、様々な遮熱機能を謳う塗
料の熱特性を横並びで評価を行っていく。
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項　目 算出値

試験体の両表面の温度差によって通過する
熱量 Q Ｗ

29.8 Ｗ

照射日射侵入熱量 Q η 29.8 Ｗ

塗膜の日射侵入比 η P 0.92

照射日射吸収熱量 Q α 31.1 Ｗ

塗膜の日射吸収率α 0.96

図 -4 熱流束と日射反射率の関係

表 -3　測定結果
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